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内部処理遅延を計測したところ，送信側と受信側の処理の合計が平均約 1ms であ 












いて，標準的なWebRTC 実装においては過疎状態のWiFi や開けた屋外での LTE 














行っている．これにより Telexistence システム実装者は，WebRTC 標準仕様拡張 
の議論を待たず実験的な実装を行うことができるし，この実験的な実装に得られ 
た知見は将来のWebRTC 標準仕様の拡張への貢献につながるものである． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
